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	 福島第一原発の汚染水処理で大量に発生している Cs 吸着ゼオライト廃棄物の合理的な処理方法として

溶融ガラス固化が挙げられる。ここでは、ガラス固化体の製造、保管、処分の総合的観点から固化体性能を評

価した。	
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1. 緒言 

福島第一原発の汚染水処理で発生した Cs 吸着ゼオライト廃棄物の安定保管／最終処分のための処理方

法として溶融ガラス固化が挙げられる。溶融ガラス固化では、ガラス融剤の種類／添加量や溶融温度など

の固化条件が、減容率、Cs固定化率、化学的耐久性等の固化体の諸特性に影響を及ぼすことから、固化条

件と固化体諸特性の相関について基礎的な評価を進めている。本報では、これまでの評価結果を基にガラ

ス固化体の製造、保管、処分の総合的観点から固化体性能を評価した。 

2. 評価の観点と評価結果 

ここでは以下の観点に着目して最適な固化条件を評価し、固化体性能の総合評価を行った。 

(1) 製造容易性の観点からの溶融ガラス固化条件 

	 製造容易性の観点からは低い溶融温度が有利であり、核種の揮発を抑え高い核種固定化率を得るために

も有利であるが、一方、均質なガラスを得るためには高い溶融温度が必要である。ガラス融剤として

Na2B4O7(30 wt%)に Li2Oを少量（2.5-10wt%）添加することで溶融温度を 1000−1050℃に下げられ、かつ、
Cs固定化率 95%以上の固化体が得られることが分かった。なお、Csの揮発についてはガラスの大きさ（比

表面積）を考慮した速度論的な評価が必要になることが分かった。	

(2)固化体の保管、処分の観点からの溶融ガラス固化条件 

	 固化体の保管においては熱伝導率の正確な情報が必要である。上記のガラス固化条件の固化体の熱伝導

率は 1.5-1.8 Wm-1K-1（300-700K）で組成依存性は小さく、気泡等の微細構造変化が熱伝導率を低下させる
主要因であることが分かった。また、処分の観点からは高い化学的耐久性すなわち低いガラス初期溶解速

度（r0）が必要となるが、上記のガラス固化条件の固化体では高レベルガラス固化体と同程度の低い r0 が

得られ、Li2O添加量 5 wt%程度で r0が概ね最小となることが分かった。	

(3)固化体性能の総合評価 

	 以上の総合評価より、最適な固化条件として、ガラス融剤：Na2B4O7(30 wt%)+Li2O（5wt%）、溶融温度：
1000−1050℃が挙げられる。なお、実規模のガラス固化試験とその工学的な評価が今後の課題である。 
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